
p26

◆
み
な
み
う
わ
俳
句
会

蜘
蛛
の
囲
を
払
う
や
自
責
の
念
少
し　
　
　

宮
下　

峰
月

合
歓
咲
い
て
母は
は

子こ

眠
れ
る
峡
の
墓　
　
　
　

田
口　

久
子

何
時
し
か
に
草
に
埋
れ
し
一
軒
家　
　
　
　

猪
野　

舟
水

薄
紙
を
は
が
す
が
ご
と
く
桃
を
む
く　
　
　

浜　
　

初
栄

土
佐
は
夏
竜
馬
竜
馬
の
幟
立
ち　
　
　
　
　

長
尾　

則
夫

予
定
表
日
々
書
き
直
す
夏
休　
　
　
　
　
　

中
川
千
代
子

塵
ち
り
あ
く
た
芥
流
せ
流
せ
と
梅
雨
出
水　
　
　
　
　
　

木
村　

智
子

潮
騒
や
初
蝉
の
ま
だ
覚お
ぼ

束つ
か

な　
　
　
　
　
　

小
島　

泰
子

捨
て
切
れ
ぬ
思
い
出
秘
め
て
夏
帽
子　
　
　

安
岡　

紫
峰

雑
用
の
こ
な
せ
ぬ
ま
ま
に
梅
雨
の
暮　
　
　

若
林
八
重
子

◆
御
荘
俳
句
会

風
の
く
る
と
こ
ろ
え
ら
び
て
風ふ
う

釣り
ん

屋　
　
　

山
本　

金
子

寄よ
る

辺べ

な
き
風
の
意
の
ま
かゝ
ら
す烏
瓜う
り　
　
　
　
　

尾
崎　

松
恵

新し
ん

涼り
ょ
うや
石
に
咲
き
た
る
影
の
花　
　
　
　
　

加
洲
勢
津
子

斜し
ゃ

に
構か
ま

へ
風
を
呼
び
こ
む
葭よ
し

簀ず

茶
屋　
　
　

島
津　

三
甫

◆
西
海
俳
句
会

合
歓
の
花
独
り
う
と
う
と
夫
の
夢　
　
　
　

吉
田　

久
江

い
つ
か
ら
の
家
号
ぞ
「
あ
ん
き
」
風
光
る　
　

利
根
早
智
江

お
じ
ぎ
草
ペ
コ
リ
ン
コ
ン
と
元
気
だ
よ　
　
　
　

吉
田　

朝
子

夏
潮
の
沖
を
群
れ
ゆ
く
海
豚
か
な　
　
　
　
　
　

吉
田　

弘
定

◆
檳
榔
子

梅
雨
あ
け
を
ア
メ
リ
カ
ン
ブ
ル
ー
植
え
て
待
つ　

吉
田　

朝
子

三
代
目
も
建
築
科
と
か
雲
の
峰　
　
　
　
　
　
　

工
藤
ミ
ヱ
子

畦
川
の
水
車
ゆ
っ
く
り
濃
紫
陽
花　
　
　
　
　
　

山
口　
　

菫

合
歓
咲
い
て
夕
暮
を
ほ
の
と
向

む
か
い

山　
　
　
　
　
　

吉
田
モ
ミ
ヱ

故
郷
に
浜
木
綿
の
香
の
校
歌
あ
り　
　
　
　
　
　

若
林
八
重
子

物
干
し
に
プ
ー
ル
の
叱
咤
と
ど
き
け
り　
　
　
　

山
口　

和
子

病
む
夫
の
も
ぎ
た
て
ト
マ
ト
朝
の
膳　
　
　
　
　

三
好
ミ
キ
ヱ

青
葉
潮
浮
か
び
し
一
句
見
失
な
う　
　
　
　
　
　

小
島　

泰
子

茅ぼ
う

屋お
く

の
屋
根
の
重
さ
や
苔
の
花　
　
　
　
　
　
　

濵
野　

康
子

◆
御
荘
短
歌
会

ガ
ン
に
倒
れ
八や

十そ

路じ

の
叔
父
は
逝
き
た
ま
う
働
き
た
い
と
い
ま
わ
に
言
い
の
こ
し　
　
　
　

西
﨑　

文
惠

絶
対
に
家
で
は
見
せ
ぬ
孫
の
顔
「
俳
句
甲
子
園
」
の
デ
ィ
ベ
ー
ト
に
見
る　
　
　
　
　
　
　

宮
下
喜
久
子

梅
雨
あ
け
て
朝
光
ひ
ろ
が
る
屋
敷
田
を
舞
い
つ
つ
燕
が
宙
返
り
す
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

斉
藤
ト
ミ
子

見
覚
え
あ
る
義あ

姉ね

の
袷
で
作
ら
れ
し
小
物
入
れ
を
貰
ら
ふ
三
回
忌
会
に　
　
　
　
　
　
　
　

市
川
コ
マ
ヱ

我
が
家
に
二
人
の
娘
来
て
昼
食
会
話
の
は
ず
み
時
の
過
ぎ
ゆ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

久
子

雨
あ
が
り
の
日
差
し
強
き
に
合
歓
の
花
緑
の
中
に
際
立
ち
て
見
ゆ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋
千
代
子

日
時　

10
月
９
日（
土
）

　
　
　

18
時
30
分
か
ら（
開
場
18
時
）

場
所　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

チ
ケ
ッ
ト

一
般　

２
，０
０
０
円（
当
日
２
，５
０
０
円
）

学
生　

１
，０
０
０
円（
当
日
１
，５
０
０
円
）

問
い
合
わ
せ

吉
本
食
料
品
店（
℡
７
３
―

０
１
２
５
）

　広報「あいなん」８月号の「愛南文

芸」コーナーについて、団体名「菊川

俳句会」と「篠南川柳会」を逆に表記

していました。正しくは22ページ上

段10行目が「篠南川柳会」、同下段１

行目が「菊川俳句会」です。訂正して

お詫びします。

「
サ
ロ
ン
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」
と
は
？　
　
　
　

吉　

本　

宗　

司

　

20
世
紀
初
頭
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
指
揮
者
の
い
な
い
10
名
前
後
の
編
成
の
「
サ
ロ
ン
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
」
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
都
市
ご
と
に
様
々
な
サ
ロ
ン
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
あ
り
、
ホ
ー
ル

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
カ
フ
ェ
、
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
、
公
園
、
遊
覧
船
の
上
、
キ
ャ
バ
レ
ー
、
ダ
ン

ス
ホ
ー
ル
、
映
画
館
な
ど
様
々
な
場
所
で
演
奏
が
行
わ
れ
、
夜
毎
人
々
は
お
酒
と
一
緒
に
ク
ラ
シ
ッ
ク

音
楽
や
流
行
歌
な
ど
を
気
軽
に
楽
し
み
ま
し
た
。
そ
ん
な
か
つ
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
よ
う
な
「
自
然
と

音
楽
と
触
れ
合
え
る
」
環
境
を
、
私
は
日
本
に
も
作
り
た
い
と
思
い
日
々
演
奏
活
動
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
誰
で
も
が
楽
し
め
る
親
し
み
や
す
い
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
な
の
で
す
が
、
実
際
に
演
奏
す
る

に
は
ソ
ロ
も
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
に
も
対
応
で
き
、
目
に
は
見
え
な
い
「
空
気
や
身
体
、
そ
し
て
音
楽
の
動

き
を
感
じ
る
」
と
い
う
高
度
な
技
術
を
必
要
と
さ
れ
る
も
の
な
の
で
す
。
全
員
が
同
じ
「
意
思
」
を

持
っ
て
作
り
上
げ
る
音
楽
に
は
、
と
て
も
大
き
な
「
感
動
」
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
感
動
を
地
元
愛
南
町

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
共
有
で
き
る
事
を
心
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

訂正とお詫び
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※上記情報は、広報紙掲載に対して、
　ご家族等に同意をいただいております。

心配ごと相談室

詳しくは、社会福祉協議会本所（℡70－1251）まで問い合わせください。

　無料で弁護士と民生児童委
員が相談をお受けします（1回の
相談人数は8人までで事前に予約が必
要。定員に達した場合は受付を終了）。
 ９月１４日（火）14時～16時
　御荘老人福祉センター

福祉法律相談室
　無料で民生児童委員２名が
日常生活でかかえる心配ごと
の相談をお受けします。
  ９月１１日（土）・２２日（水）
　14時～16時
　御荘老人福祉センター

（７月受付分）

（７月受付分）

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
！

地区名 子の名 保護者

福　　浦 森　　　雄
ゆう

　飛
ひ

望
のぞむ

増　　田 増　岡　凜
り

　桜
おん

竜
りゅうじ

二

船　　越 中　平　純
じゅん

  平
ぺい

英
ひで

人
と

増　　田   青　木　　　舜
しゅん

康
やすはる

晴

中　　川 猪　野　波
な な み

々美 彰
あきひろ

博

御荘平城 久　德　湊
みな

　斗
と

亮
りょうた

太

垣　　内 大　黒　　　侑
ゆう

勝
かつとし

利

城 辺 甲 宮　崎　柑
かん

　菜
な

大
おおいち

一

御荘平城 山　下　苺
まい

　果
か

智
さとる

地区名 亡くなった方 享年

城 辺 甲 　岡　タカ子
こ

85歳

城 辺 乙 松　家　文
ふみ

　子
こ

94歳

正　　木 田　中　ヨリヱ 88歳

須 ノ 川 北　原　明
あき

　子
こ

86歳

城 辺 甲 鎌　田　モ　ト 89歳

中　　浦   大久保　　　　　 86歳

御荘平城 蓮　田　好
よし

　子
こ

95歳

御荘菊川   大　黒　　　昇
のぼる

80歳

御荘平城 滝　口　春
はる

　　 102歳

緑　　乙 藤　時　吉
よし

　昭
あき

75歳

広　　見 宮　岡　繁
しげ

　臣
とみ

62歳

深　　浦 中　尾　庄
しょう

  一
いち

86歳

御荘長月 青　木　　　建
けん

83歳

広　　見 岡　原　正
まさ

　行
ゆき

81歳

平　　碆 中　尾　カホル 95歳

御荘平城 木　村　政
まさ

　喜
よし

93歳

御荘平城 三　好　一
かず

　昌
まさ

85歳

高　　畑 西　家　幾
いく

　男
お

89歳

高　　畑 山　本　幸
さち

　子
こ

56歳

満　　倉 山　本　秀
ひで

　吉
きち

90歳

久　　良 本　多　フミ子
こ

93歳

増　　田 田　原　昭
しょう

  藏
ぞう

81歳

久　　良   本　多　　　募
つのる

68歳

城 辺 甲   松　田　　　曻
のぼる

84歳

御荘平城 嶋　野　トシコ 94歳

御荘平城 幸　田　重
しげ

　人
と

80歳

城 辺 甲 山　岡　サトミ 91歳

蓮 乗 寺 面　田　征
いく

　生
お

65歳

柏 好　岡　五
い そ か

十香 87歳

家　　串 前　田　ヤ　ヨ 94歳

御荘長洲 福　本　トメコ 89歳

県立南宇和病院の「さわやか」医療情報

　県立南宇和病院　眼科 

　　　　　　浪口　孝
こう

治
じ

　先生

　７月に赴任してきました眼科の

浪口です。こちらに赴任する前は

愛媛大学附属病院に勤務しており

ました。

　専門は眼科一般で、その中でも特に緑内障の治療に力

を入れております。白内障手術も積極的に行っておりま

すのでどうぞ気軽に眼科受診をしていただければと思い

ます。

　もともと、生まれは愛南町内海ですので私にとっては

久しぶりの里帰りということになります。少しでも地元

のみなさまのお役にたてればと思っておりますので今後

ともよろしくお願い申し上げます。

　

㈶
日
本
遺
族
会
で
は
、
先
の
大
戦
で
父
等
を
亡
く
さ
れ
た
戦
没
者

遺
児
の
方
々
を
対
象
に
「
慰
霊
友
好
親
善
事
業
」
の
参
加
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
父
等
の
戦
没
し
た
旧
戦
域
を
訪
れ
、
慰
霊
追
悼
を
行

う
と
と
も
に
、
同
地
域
の
住
民
と
友
好
親
善
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
年
度
は
事
業
実
施
20
周
年
記
念
事
業
と
し

て
「
洋
上
慰
霊
」
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

実
施
地
域　

①
旧
満
州
②
旧
ソ
連
③
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
④
中
国
⑤

東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
⑥
フ
ィ
リ
ピ
ン
⑦
ト
ラ
ッ
ク
諸
島
⑧
パ
ラ
オ

諸
島
⑨
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
⑩
ボ
ル
ネ
オ
・
マ
レ
ー
半
島
⑪
ミ
ャ
ン
マ
ー

⑫
イ
ン
ド
⑬
マ
リ
ア
ナ
諸
島
⑭
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
⑮
洋
上
慰
霊
（
沖

縄
・
台
湾
・
バ
シ
ー
海
峡
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
沖
・
レ
イ
テ
沖
・
小
笠
原

方
面
の
各
海
域
）
※
な
お
、
す
で
に
申
込
が
終
了
し
て
い
る
地
域
も

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

費
用　

参
加
費
と
し
て
８
万
円

問
い
合
わ
せ　

㈶
日
本
遺
族
会
事
業
課
事
業
係

（
℡
０
３
―

３
２
６
１
―

５
５
２
１
）

よし

しずか


